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【手続補正書】
【提出日】平成23年8月25日(2011.8.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の周波数を用いて通信を行う無線通信装置であって、
　複数のアンテナ素子と、
　送信ビーム行列を用いて、送信サブストリームに対する送信ビームフォーミング処理を
行う処理部と、を備え、
　前記送信ビーム行列は、周波数の関数行列として構成されていることを特徴とする無線
通信装置。
【請求項２】
　前記処理部は、時間領域における送信サブストリームに対して、前記送信ビーム行列を
用いた送信ビームフォーミング処理を行う請求項１記載の無線通信装置。
【請求項３】
　前記処理部は、周波数領域における送信サブストリームを時間領域の送信サブストリー
ムに変換し、時間領域に変換された送信サブストリームに対して、前記送信ビーム行列を
用いた送信ビームフォーミング処理を行う請求項１又は２記載の無線通信装置。
【請求項４】
　前記処理部は、時間領域における遅延処理、並びに時間領域における加算処理によって
、前記送信ビーム行列を用いた送信ビームフォーミング処理を行う請求項２又は３記載の
無線通信装置。
【請求項５】
　前記送信ビーム行列は、各アンテナ素子における各送信サブストリームの電力及び位相
の重みが、周波数によって異なるように構成されている請求項１～４のいずれか１項に記
載の無線通信装置。
【請求項６】
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　前記処理部は、伝送路特性の推定値の信頼性が低いと判定されたときに、前記送信ビー
ム行列を用いた送信ビームフォーミング処理を行う請求項１～５のいずれか１項に記載の
無線通信装置。
【請求項７】
　空間多重度をＬとし、前記アンテナ素子数をＭとし、角周波数をωとしたときに
【数１】

と表される前記送信ビーム行列Ｕ（ｊω）を、
　多重度Ｌの各送信サブストリームｓ１（ｊω）～ｓＬ（ｊω）に対応する送信ビームベ
クトルｕ１（ｊω）～ｕＬ（ｊω）を用いて、

【数２】

と表した場合において、
任意の周波数ωについて
【数３】

となるように前記送信ビーム行列が構成されている請求項１～６のいずれか１項に記載の
無線通信装置。
【請求項８】
　空間多重度をＬとし、前記アンテナ素子数をＭとし、角周波数をωとしたときに
【数４】

と表される前記送信ビーム行列Ｕ（ｊω）を、
　多重度Ｌの各送信サブストリームｓ１（ｊω）～ｓＬ（ｊω）に対応する送信ビームベ
クトルｕ１（ｊω）～ｕＬ（ｊω）を用いて、

【数５】
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と表した場合において、
任意の周波数ωについて
【数６】

となるように前記送信ビーム行列が構成されている請求項１～７のいずれか１項に記載の
無線通信装置。
【請求項９】
　空間多重度をＬとし、前記アンテナ素子数をＭとし、角周波数をωとしたときに
【数７】

と表される前記送信ビーム行列Ｕ（ｊω）を、
　Ｍ個のアンテナ素子における各送信サブストリームのウェイトベクトルｕ’１（ｊω）
～ｕ’Ｍ（ｊω）を用いて、
【数８】

と表した場合において、
任意の周波数ωについて

【数９】

となるように前記送信ビーム行列が構成されている請求項１～８のいずれか１項に記載の
無線通信装置。
【請求項１０】
　前記送信ビーム行列は、時間に応じて変更可能である請求項１～９のいずれか１項に記
載の無線通信装置。
【請求項１１】
　前記送信ビーム行列を用いてパイロット信号を送信する請求項１～１０のいずれか１項
に記載の無線通信装置。
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【請求項１２】
　周波数の関数行列として構成されている前記送信ビーム行列を、受信側に通知する請求
項１～１１のいずれか１項に記載の無線通信装置。
【請求項１３】
　前記処理部は、
　各送信サブストリームに対して時間領域における遅延処理を行う複数の遅延処理部、
　前記遅延処理が行われた前記送信サブストリームと、前記遅延処理が行われていない送
信サブストリームと、を時間領域における加算処理で加算する複数の第１加算処理部、並
びに
　前記第１加算処理部の出力同士を加算する複数の第２加算処理部、
を備えている
　請求項４記載の無線通信装置。
【請求項１４】
　前記複数の第１加算処理部には、
　前記遅延処理が行われ、かつ、位相回転が加えられた前記送信サブストリームと、
　前記遅延処理が行われていない送信サブストリームと、
を時間領域における加算処理で加算する前記第１加算処理部が含まれている
　請求項１３記載の無線通信装置。
【請求項１５】
　前記処理部は、各送信サブストリームから前記複数のアンテナ素子それぞれに至る複数
の経路を有し、
　前記複数のアンテナ素子それぞれに至る各経路は、同じ数の第１加算処理部及び第２加
算処理部を備え、
　前記位相回転の量が、前記複数のアンテナ素子それぞれに至る各経路において異なって
いる
　請求項１４記載の無線通信装置。
【請求項１６】
　前記複数の遅延処理部は、各送信サブストリームに対して遅延処理を行い、各遅延処理
部の出力が、前記複数のアンテナ素子それぞれに至る各経路に分配される
　請求項１３～１５のいずれか１項に記載の無線通信装置。
【請求項１７】
　複数の周波数を用いたＭＩＭＯ無線通信における信号送信方法であって、
　送信ビームを周波数に応じて異ならせて、信号の受信側からみた空間チャネル特性が周
波数に応じて異なるように送信ビームフォーミングを行う
　ことを特徴とするＭＩＭＯ無線通信における信号送信方法。
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